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す
る
と
し
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
軍

事
技
術
へ
の
転
用
を
防
止
す
る
た
め
、
非

核
兵
器
国
が
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
の
保
障
措
置
を
受
諾
す
る
義
務
を
規

定
し
て
い
る
。
保
障
措
置
に
基
づ
き
、
高

濃
度
の
核
分
裂
性
物
質
が
存
在
す
る
可
能

性
の
あ
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
や
再
処
理
施

設
は
特
に
厳
し
い
査
察
が
実
施
さ
れ
る
。

原
子
炉
内
で
は
、
中
性
子
と
の
核
反
応

で
ウ
ラ
ン
238
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
239
に
変
換

さ
れ
る
が
、
発
電
用
軽
水
炉
で
は
創
生
さ

れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
239
も
核
分
裂
し
発
電

に
寄
与
（
約
三
分
の
一
）
し
て
い
る
の
で
、

使
用
済
み
燃
料
に
残
存
し
て
い
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
239
の
濃
度
は
低
く
（
全
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
約
六
〇
％
）、
原
子
炉
級
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
と
呼
ば
れ
兵
器
級
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と

区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
再
処
理
施
設
は
兵

器
用
に
な
り
う
る
物
質
が
存
在
す
る
と
し

て
建
設
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
。
六
ヶ

所
村
の
再
処
理
施
設
は
ア
メ
リ
カ
の
認
可

を
得
る
た
め
厳
し
い
交
渉
が
行
わ
れ
、
そ

の
過
程
で
単
独
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
抽
出

せ
ず
、
ウ
ラ
ン
と
の
混
合
体
で
扱
う
と
い

う
日
本
の
技
術
的
成
果
が
容
認
に
導
い
た

経
緯
が
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
で
は
、
核
分
裂
生
成
物
は

分
離
す
る
が
、
核
分
裂
性
物
質
（
ウ
ラ
ン
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
）

は
分
離
せ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
と
し
て
シ

ス
テ
ム
内
を
循
環
す
る
た
め
、
組
成
と
し

て
も
、
ま
た
、
放
射
線
強
度
的
に
も
核
拡

散
抵
抗
性
が
強
い
と
い
え
る
の
で
五
番
目

の
目
標
は
自
動
的
に
成
立
す
る
と
考
え
て

い
る
。
保
障
措
置
以
外
に
核
物
質
の
組
成

や
取
扱
い
に
お
け
る
物
理
的
に
核
拡
散
抵

抗
性
を
強
固
に
す
る
た
め
の
研
究
開
発
も

行
わ
れ
て
お
り
、
核
兵
器
不
拡
散
へ
の
取

り
組
み
は
、
平
和
の
維
持
と
同
様
、
継
続

的
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
五
つ
の
目
標
に

関
す
る
説
明
を
も
っ
て
、
連
載
記
事
「
原

子
力
の
本
質
を
探
る
」
を
終
了
す
る
。
取

り
扱
っ
た
項
目
も
説
明
内
容
も
極
め
て
不

十
分
で
あ
る
と
い
う
自
覚
も
あ
り
、
ご
批

判
も
感
じ
て
い
る
が
、
二
〇
一
一
年
三
月

一
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴

う
津
波
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の

影
響
と
し
て
、
社
会
の
多
く
の
人
々
が
放

射
能
恐
怖
に
耳
目
を
奪
わ
れ
、
反
原
発
活

動
に
共
振
し
た
嫌
原
発
、
脱
原
発
、
卒
原

発
、
原
発
ゼ
ロ
と
い
っ
た
感
傷
的
な
言
動

に
原
子
力
利
用
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
よ

う
に
と
い
う
趣
旨
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ク

リ
ア
・
サ
ロ
ン
の
勉
強
会
の
内
容
を
紹
介

さ
せ
て
頂
い
た
。

話
題
や
議
論
の
不
十
分
さ
を
補
う
た
め

に
、
関
連
す
る
有
益
な
情
報
を
収
集
し
、

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が

り
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
切
に
期
待
し

た
い
。

軍
事
技
術
へ
の
転
用
を
防
止

Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
自
ら
整
合
性
の
あ
る
原

子
力
シ
ス
テ
ム
）
は
、
原
子
炉
内
で
行
わ

れ
る
核
反
応
を
「
安
全
性
を
確
保
」
し
つ
つ

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
」、「
燃
料
生
産
」、「
核

分
裂
生
成
物
の
放
射
能
消
滅
」
に
つ
い
て
、

核
分
裂
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
中
性
子
個
数
の
バ

ラ
ン
ス
か
ら
整
合
性
を
持
っ
て
成
立
さ
せ
、

合
わ
せ
て
燃
料
組
成
が
「
核
兵
器
転
用
抵

抗
性
」
を
有
す
る
よ
う
に
と
い
う
五
つ
の

目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
原
子
力
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

こ
の
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
五
番
目
の
目
標
は

核
兵
器
に
転
用
し
に
く
い
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
目
標
は
二
一
世
紀
に
な
っ
て
テ
ロ
対

策
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
変
化
を
受

け
て
追
加
さ
れ
た
。
核
兵
器
不
拡
散
は
戦

争
に
関
わ
っ
た
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
平

和
利
用
に
転
換
し
た
事
実
か
ら
き
て
お
り
、

そ
の
実
効
は
国
際
的
な
核
兵
器
の
不
拡
散

に
関
す
る
条
約
（T

reaty
 on
 th
e N
on
-

P
roliferation of N

uclear W
eapons: 

Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
防
止
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
、
一
九
〇
か
国
が
締
約
国

で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ス
ラ
エ
ル
は
非
締
約
国
で
あ
り
、
北
朝
鮮

は
二
〇
〇
三
年
に
脱
退
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
条
約
は
、
米
、
露
、
英
、
仏
、
中
の

五
か
国
を
「
核
兵
器
国
」
と
定
め
、「
核
兵

器
国
」
以
外
へ
の
核
兵
器
の
拡
散
を
防
止
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見
を
基
に
、
人
類
共
通
の
課
題
と
し
て
世

界
的
規
模
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
先
進

国
、
発
展
途
上
国
間
の
経
済
格
差
、
地

域
、
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
の
差
を
乗
り

越
え
て
進
む
に
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
と

対
話
に
よ
る
高
次
の
協
調
に
よ
っ
て
解
決

し
て
い
く
以
外
に
な
い
。

一
九
五
三
年
の
原
子
力
平
和
利
用
を
進

め
る
と
い
う
決
意
は
、
現
時
点
で
は
、
資
源

と
環
境
の
制
約
を
克
服
し
持
続
可
能
な
文

明
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
化

学
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
か
ら
核
反
応
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
へ
の
長
期
的
転
換
を
選
択

し
た
も
の
と
し
て
再
認
識
で
き
る
。
運
用

に
関
わ
る
技
術
や
認
識
の
未
成
熟
に
よ
っ

て
揺
ら
ぐ
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

科
学
・
技
術
立
国
を
目
指
し
て
い
る
日

本
に
は
、
ほ
と
ん
ど
資
源
も
な
く
、
ま
た

被
爆
国
で
も
あ
る
が
、
地
理
的
状
況
か
ら

千
年
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
大
事
故
を
経
験

し
た
。
事
故
後
の
処
置
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
事
故
経
験
を
踏
ま
え
、
運
転
中
の
世

界
の
原
子
力
発
電
所
に
役
立
つ
よ
う
に
、

世
界
で
最
も
安
全
な
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
技
術
と
究
極
的
な
核
反
応
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
展
望
と
国
際
的
視
野
を
持

ち
、
現
実
を
正
確
に
認
識
し
て
前
進
す
べ

き
で
あ
る
。

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る

原
子
力
利
用
の
基
本
で
あ
る
安
全
目
標

は
、
放
射
線
に
よ
る
生
命
、
健
康
、
環
境
へ

危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
世
界

共
通
の
認
識
で
あ
る
が
、
リ
ス
ク
・
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
の
比
較
考
量
の
た
め
に
は
、
具

体
的
な
放
射
線
量
（
率
）
に
基
づ
く
安
全

目
標
が
必
要
で
あ
る
。

歴
史
に
見
る
よ
う
に
、
地
動
説
、
進
化

論
、
大
陸
移
動
説
等
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

変
化
が
社
会
に
浸
透
す
る
ま
で
に
は
長
い

年
月
を
要
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
放
射
能

恐
怖
の
心
理
的
葛
藤
を
克
服
す
る
の
は
容

易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
時
間
、
空

間
的
な
自
然
放
射
線
量
の
変
動
は
、
例
え

ば
、
地
域
に
よ
る
自
然
放
射
線
の
変
動
幅

は
数
十
倍
あ
り
、
屋
久
杉
の
年
輪
に
含
ま

れ
る
炭
素
14
か
ら
七
七
五
年
に
現
在
の
二

〇
倍
の
値
が
検
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宇

宙
空
間
を
移
動
す
る
地
球
の
位
置
関
係
で

も
変
動
す
る
。
近
年
の
科
学
的
知
見
に
よ

れ
ば
放
射
線
に
対
す
る
生
体
防
御
機
能
、ホ

ル
ミ
シ
ス
効
果
が
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。

最
近
、
国
連
放
射
線
影
響
科
学
委
員
会

（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）
は
、
福
島
事
故
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
転
換
期
に

生
き
て
い
る

今
ま
で
取
り
扱
っ
た
事
項
を
以
下
に
概

括
し
、
最
終
回
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

現
代
文
明
は
産
業
革
命
以
降
の
わ
ず
か

一
五
〇
年
の
科
学
技
術
の
成
果
で
あ
る
。

こ
の
文
明
を
支
え
て
い
る
の
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
指
数

関
数
的
に
増
大
し
、
指
数
関
数
的
に
増
え

て
い
る
人
口
に
豊
か
さ
（
格
差
は
大
き
い

が
）
を
齎
し
て
き
た
。
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
は
、
化
石
資
源
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

何
億
年
に
も
わ
た
る
地
球
生
命
体
の
遺
産

に
よ
っ
て
い
る
。
現
代
文
明
を
築
き
、
発
展

と
戦
争
、
平
和
と
繁
栄
を
経
験
し
た
人
類

が
二
〇
世
紀
後
半
に
な
っ
て
気
づ
か
さ
れ

た
こ
と
は
、
未
来
予
測
に
基
づ
く
文
明
の

持
続
可
能
性
に
対
す
る
懸
念
で
あ
っ
た
。

文
明
を
支
え
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

あ
る
化
石
資
源
の
埋
蔵
量
が
見
通
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
と
共
に
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
が
温
室
効
果
ガ
ス
と
な
っ
て
地

球
の
平
均
気
温
を
上
昇
さ
せ
、
気
候
変
動

を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

二
一
世
紀
末
の
状
態
が
予
測
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
科
学
的
知

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
現
代
文
明
を
支
え
て
い
る

よ
る
公
衆
、
作
業
員
の
放
射
線
被
ば
く
に

よ
る
健
康
影
響
は
な
か
っ
た
こ
と
、
自
然

放
射
線
程
度
の
低
線
量
被
ば
く
に
人
口
を

掛
け
て
評
価
す
る
こ
と
を
推
奨
し
な
い
こ

と
等
を
国
連
の
場
で
述
べ
て
い
る
。
人
類

は
、
宇
宙
、
物
質
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
命
な

ど
に
関
す
る
知
見
を
得
、
文
明
と
い
う
尺

度
で
自
然
を
観
、
現
代
文
明
を
ど
う
持
続

さ
せ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
生
き
て
い
る
。
図
に
例
示

し
た
よ
う
な
情
報
を
基
に
、
専
門
家
と
一

般
市
民
と
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
広
げ
、
リ
ス
ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の

比
較
考
量
を
反
映
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
望
ま
れ
る
。
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